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ワクモ (Dermαnyssusgallinae)の問題と対策の試み
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千葉県畜産総合研究センター，〒289-11日千葉県八街市八街へ 16-1

Takako Murano 
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He 16-1 Yachimata， Yachimata， Chiba， 289-1113 

要約

|認内におけるワクモ (Dermanyssusgallinae)の浸潤率は，itA卵鶏では 85.2%と高い値を示した。ワ

クモによる被害は，潰れた飽血ワクモの血液やおI:Ý[世物などの付着による汚卵の発生，人への被害!~卵

率への影響，鶏の貧血・死亡がなどであった。また，ワクモ寄生鶏産出卵では卵重の減少，濃厚卵白-

H.じの低下などがみられた。 市販されているワクモ駆除目的の殺虫剤の大ヤに抵抗性の出演が確認され

たため，現時点でワクモ妨徐のために考えられるいくつかの方法を試みた。ワクモが瞬時に死亡する水

dildま 65 0C 以上であった。 24 時間のホルマリン蒸蒸によるワクモの死亡率は 34.8~62.2% であり，産Il\さ

れた卵の勝化率は 90%以上を示した。環境制御資材によるワクモの駆除は資材により大きく効果が異

なった。年々1'11絞殺虫剤に対するワクモの抵抗性出現が増加してきている。早期に殺虫剤を含めた新し

い駆除法の開発が切望される。

キーワード:浸潤状況，被害， [訪除，ワクモ

は じ め に 1. 園内におけるワクモの浸潤状況

200211'-からワクモ (Dermanyssusgallinαe : red mit巴， 東京都，大阪府，福井県，和歌山県，高知県を除いた

poultry mite， chicken mite， bird mite)の研究に取り組 l道 l府 40県におけるワクモの浸溜状況を調査した。調

み始めたが，年々ワクモに|渇するjiJ]~、合わせは;増加し， 査した農場数{ま各県によって呉なるが，産卵鶏は 40隠

それに1'1'い， r!JlU~~立虫剤の防除効采に対する疑問が寄せ 352 i足場，採卵育成鶏は 22県 691足場，採卵種鴻は 10県

られるようになった。しかし， [主l内におけるワクモの浸 16 J1l!場， ブロイラーは 29県499民場， ブロイラ一種鶏

j問状況やr!iJl反殺虫剤に対するワクモのほ11cl'l:の出現を広 は21娘58農場の計992J1芸場であった。王[，-成 18年2月

範囲に調。ーした報告は符11!~である。ワクモを駆除するに の~i Jlli統計報告9) の競卵鶏と採卵育成鶏 1 ，0005Fj以上の

あたり，これらの状況を把録することは必須である O そ 国内飼養戸数は 3，740戸であり，今回調査した 421戸は

こで，今回，会[1<[燦燦でワクモの没泌状況， 111J仮殺虫剤 約 11%にあたる。

に対する抵抗性の11¥現，ワクモによる被害状況などを調 ワクモの浸潤率は，産卵鶏錦養!足場では85.2%(300/352 

査するとともに， ワクモの駆徐に対する野外の質問に応 12場，以下}足場は目告)，採卵育成鶏飼養1史上品では 55.1%

えるためにいくつかの試みを実絡したので報告する。 (38/69)，捌阿武j飼主主民t~きでは 56.3% (9/16) であり([~[l)，
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それぞれ 19/40県， 7/22県， 6/10県では調査したすべて

の}足場でワクモの汚染が磯認された。また，ブロイラ一節l

j室農場では0.6%(3/499)，ブロイラー稜鶏飼養農場では
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産卵鶏

採卵育成鶏

採Wsf重鶏

区11. 匡l内におけるワクモの浸潤状況

29.3% (17/58)であり(図1)，被鶏飼養JM場では 3/21県

で調査したすべての!足場でワクモの汚染が線認された。

ワクモで汚染された産卵鶏飼養良場300戸の内，釘]養

羽数が抱擁できた 265戸の内訳は， 5万羽子|ミ満 27.9%

(74/265)， 5万羽以上 10万羽未満18.1%(48/265)， 10 Jj 

羽以上30万羽未満35.5%(94/265)， 30 Jj~SJ以上 50 万羽

未満8.3%(22/265)， 50万羽以上100万羽未満7.9%(21/ 

265)， 100万羽以上2.3%(6/265)であり，ワクモは小規

模から大規模農場すべてに浸潤していることが確認され

た。 300戸の内，鶏会構造が確認された 279戸の内訳は，

開放鶏舎57.3% (160/279)， ウインドウレス鶏会34.1%

(95/279)，セミウインドウレス鶏舎0.7%(2/279)，ウイ

ンドウレス鶏舎と開放鶏舎の組み合わせ7.2%(20/279)， 

セミウインドウレス鶏舎と開放鶏舎の組み合わせ0.7%

(2/279)であった。鶏会構造によるワクモの汚染の差異は

この結果だけでは読みとれないが，反対にどのような鶏

舎機造であってもワクモが浸潤する可能性は十分にある

と考えられた。また，餓養銘柄が確認された 162戸の内訳

は，多いJI僚にジュリア 135戸，ポリスブラウン 62戸，デ

カルブ27戸， マリア 22戸， もみじ 16戸， さくら 8戸，

ソニア 6戸，ローラ，ジュリアライト，パブコック，

シェーバーが各2戸で 1農場で、複数銘柄を飼養している

場合もあった。しかし，この順位はワクモが寄生を好む順

序とは思えず，国内における総養シェアに起因するもの

と考えられた。 トリサシ夕、ニでは銘柄により夕、ニに対す

る抵抗性が異なることが報告7)されているが，ワクモにお

いても伺様な検討が必要と考えられる。

2. ワクモによる被害状況

北海道(1農場，以下農場は略)，岩手県 (4)，秋田県

(1)，宮城県 (2)，福島県 (2)，群馬県 (5)，栃木原 (3)，

茨城県(14)，埼玉県 (4)，千葉県 (46)，神奈川県 (2)，

新潟県(1)，静岡県 (2)，愛知県 (2)，I岐阜県(1)，石川

県(1)，三重県(1)，京都府 (2)，香川県(1)，山口県

(2)，福岡県(1)，熊本県(1)，鹿児島県(1)の I道 l府

21 J!ft 100農場から， 当センターに市販殺虫剤に対する

感受性試験のために送付されたワクモに悶封されたアン

ケート結果によって，ワクモによる被害状況を分類した。

被害状況についての記載は， 100農場仁1"66農場であり， 1 

農場で複数の回答もあり，回答数は 101であった。

もっとも被害状況が大きかったのは，汚卵の発生であ

り， 21.8% (22/101問答)を示した。汚卵とは鶏卵 tlこ生

きたワクモや死骸， ワクモの排池物， 1.災れたワクモの泊I

液が付治したものであり， GPセンターからを?情が来る

との回答もあった。

ついで多かったのは，人への被害と産卵率への影響

で，それぞれ 18.8%(19/101回答)を示した。人への被

害は，ワクモに車IJされ，捧みを伴う発疹，皮府炎，アレ

ルギー疲状など直接的なものと，ワクモがいることだけ

で気持ちが惑い，作業員が衣服にワクモを付若したまま

帰宅し家族に嫌がられることなどから離職するJ暴合が多

く，労働力の確保が危ぶまれる間接的なものがあった。

産卵率への影響は，若一千の低下， 2~3% ， 5~15% ， 20~ 

30% (図 2)とさまざまであった。産卵率の低下と併せ

て， 1農場でハウユニット (H.U)低下の記載(1%)が

あった。さらに死亡鶏の発生， 鶏冠が白くなり貧願状態、

を示したなどの鶏体への影響が 17.8%(18/101回答)を

示した。愛玩鶏のような少羽数飼養の場合には 100%，採

卵鶏では大すう導入後，数 10羽/1ヨずつの死亡がみられ

た記載もあった。また，鶏が神経質になり，騒ぎやすく

なったなど，鶏へのストレスを心配した回答もあった。
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中の遊離アミノ酸および有機酸含有設をキャピラリー電

気泳動装置 (AgilentG 1600A)で測定した。ワクモの汚

染状況は調査fVl聞を通して，ケージのつなぎ日，餌箱，

水樋などに集塊で観察きされたが 5月以降， さらに増殖

が盛んになった。

1) 卵嚢検査成績

検査月別の成総を表 lに示した。卵重は 8回の検交の

内 5恒iにおいてワクモ寄生群が無寄生群に比べてl列ら

か (p<0.05) に， また残りの検査}=Jでも低L汁nliを示し

た。この原因はワクモのl汲lIILによるストレスにより，飼

料摂取;百iが減少したためと推察される。また，卵黄]'{も

卵]'{に併行して， 5/8 lfilでワクモ寄生illがl明らか (p<

0.05)に，また筏りの月でも低いf[[[を示したが，卵lliに対

する卵黄:ill:ITl割合では差はみられなかった。

ØIJ殻強度は 4 月まではワクモ寄生群が 5 月以降は~!!~

寄生群が尚L汁直を示したが，有15:な差はみられなかっ
た。卵殻!手は各検資月とも雨ì~'Hま lま同様の値であった

が， 5fJの検査ではワクモ寄生m，が明らかに低い備を示
した (p<0.05)。卵殻重量は卵殻浮と同様の傾向を示し

た。濃厚卵1:'3高は誠査JVJI習を通じて， ワクモ寄生群がi!!~

寄生群に比べて低い値を示す傾向にあったが， 6月の検

査では明らかに低い値を示した (p<0.05)oH.Uは各検

査月とも両税lまぼ同様の僚であったが， 6月， 7月の検奈

ではワクモ得li.i引が明らかに低い値を示した (p< 
0.05)0 H.Uが低下したと問答した農場が，どの時点で H

Uを測定したか不明であるが，ワクモ寄生が H.Uに影

響を与えたことが示唆された。

2) 脂肪酸組成と含有量

卵黄中の)J旨紡酸組成は，飽和脂肪酸のミリスチン酸，

パルミチン酸，ステアリン酸，アラキジン酸，不飽和IJ旨

ワクモ寄生による産卵低下(ボリスブラウン)

その他，専!誌の駆徐作業者が必要になった，駆除後の

再発生期間が鐙くなり，薬剤iの効果が劣ってきた，定期

的散布が必要，薬剤の効果がみられないなど，ワクモの

駆除に対する問答が 13.9%04/101回答)を示した。こ

の項目についての記載は 13.9%であったが，感受性試験

依頼の|擦にほぼ 100%の農場から「現紅使用している市

販殺虫剤の効果に対する不信感Jが訴えられている。

残りの 7.9%(8/101回答)は被害と捉えるべきかどうか

は疑問であるが， 今年になって初めてワクモの発生がみら

れた， *¥に脊すう(若齢鶏)に発生が多いなどであった。

~l 2 
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ワクモ寄生が卵質に及ぼす影響

ワクモによる被害状況の問答項目の大学については，

今までに報告1<:..5，G，8.10，11，H15)されてきたものと向様の結

果であった。しかし農場からのワクモ寄生鶏産1:1:1卵

の内部卵賢 (H.U)低下については，これまで記載はみら

れない。外部卵質については Cosoroa ba :1)が卵丞の減

少， OIJ殺の惑化などを報告している O トリサシダニでは

Devan巴が寄生鶏から産11:¥された卵の内部卵質につい

て，日ーじゃ卵黄色で差がみられなかったと報告してい

る。そこでワクモ寄生鶏が践:1¥する卵について，卵質検

奈を実施した。

2006 jj:: 5 n 12 EI B~f.化の 1;:日~øßjf{UI:\鶏のジュリア 80

羽を用い， 70 1:1 齢に 40羽をワクモで汚染している鶏舎

に移動(ワクモ寄~t:îÞY，)し，残りの鶏は無寄生の対照鶏

(初、寄生群)とした。卵質検査は 210日除 02月初旬)か

ら420日約 (7月初旬)まで，検査前日に産出されたOIJす

べて (30~40 {1，I1/日)について毎月実施した。また，各R'f

7個の卵について， 6月に卵黄中の脂肪費支*El成と含有量

をガスクロマトグラフィー(島津GC17-A)，7月lこ卵黄

3. 
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卵質検査成績表1.

検査u齢(月)
ワクモ検1tlJU日

420 I1齢(7Ji) 

卵丞

(g) 

Jjl~ j.\r :ill: 

(g) 

O/1殻強j支

(kg/cm2) 

卵殻!31

(mm) 

Jjl1殻重
(g) 

立~}j正日IJ I~I r~者

(mm) 

O/J質(I-j.U) 

63.6土5.1

65.0土4.5

17.4.土1.5

17.9土1.8

3.39土0.49

3.55土0.46

0.35土0.02

0.35土0.03

5.9土0.6

6.1土0.4

7.2土0.9

7.7土0.8

83.3土5.7"

88. 2::t4. 6" 

9.5土0.7

9.4こと0.8

390 I1 i!it (6月)

62.8::t2.6 

64.3ゴニ4.2

17.3土1.4

17.9土1.3

3.25土0.15

3.37ごと0.66

0.33土0.04

0.35土0.03

5.5土0.6

5.6土0.5

7.6土0.7"

8.2土0.8"

86.6こと4.3"

89.8ごと4.4"

10.。土0.7

9.9土0.6

36011的(5Ji)

60.3土4.2"

64.9土4.5" 

16.5土1.3"

17.9二t1.8"

3.58土0.45

3.84土0.53

0.35土0.03"

0.37土0.02"

5.6ゴニ0.6"

6.0こと0.5"

7.8土O‘8

7.8ごと1.3

88.1土4.9

87.8ゴニ5.6

9. 7::t0.8 

10.1土0.8

330 EI険(4)e.l)

62.1土4.1"

64.9土4.8" 

16.9土1.4"

17.7こと1.5"

3.98土0.74

3.86二と0.72

0.37こと0.02

0.37土0.02

6.0:::!二0.4

6.1ごと0.5

8.0土0.7

8.。こと0.9

88.8土4.2

88.2土4.0

10.1土0.8"

10.5土0.9"

300日i治(3FJ)

62.6二と4.1

64.4こと4.0

16.5ごと1.3"

17.3土1.4"

4.52土0.56

4.32こと0.64

0.39土0.02

0.38土0.02

6.2土0.5

6.2こと0.4

8.2土0.8

8.3土0.8

89.5土4.7

90.2土4.0

103土0.7"

9.9ニヒ0.6"

270日i鈴(2J1)

62.9土3.7"

64.9ごと4.2"

16.8土1. 1" 

17.4.土1.2"

4.48土0.61

4.36土0.65

0.39土0.02

0.39土0.03

6.2土0.4

6.3土0.5

8.0ごと1.0

8 .1土0.8

88.8土6.1 

88.9ごと4.4

10.0土0.8

9.9土0.7

240 U 齢(1月)

60.5土3.2"

62.4土4.0"

15.5土1.3

15.9こと1.1

4.19土0.70

4.26土0.50

0.38土0.02

0.38土0.02

6.1土0.5

6.1こと0.4.

8.3土1.0

8.7土1.0

91.0土5.2

92.3土5.2

9.9土0.7

9.8土0.9

21011鈴(12月)

59.0土3.3"

61.9ごと4.2β

14.7二1:0.8"

15.4ごと1.2"

4.30ごと0.65

4.07土0.53

0.38土0.03

0.38土0.02

6.0土0.6

6 .1土0.3

8.7ごと0.7

8.8土0.7

93.3こと3.7

93.4こと3.8

10.6土0.9

10.5土0.9
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卵黄色

水 S~1~r 号li'rl'こ有志t71'~あり (p<0.05) 



!訪酸のパルミトレイン酸，オレイン酸， リノール酸が検

出され，含有量はワクモ寄生群とJ!!f寄生若手に差はみられ

なかった(表2)。鶏卵中に含まれる脂肪酸は，卵の風味

と密接な関係がある 12)が，ワクモ寄生による影響はみら

れなかった。

3) 遊離アミノ酸と有機酸

卵黄中の遊離アミノ酸はアスパラギン酸，グルタミン

酸，グリシン，アラニン，セリン，有機酸はクエン酸，

乳酸について含有量を測定したが， ワクモ寄生群と1!!f寄

生群に主主はみられなかった(表 3)0iJ!lJ定したこれらの呈

味物質は食品の美味しさを構成する成分のーっとなって

いる山が，ワクモ寄生による影響はみられなかった。

表 2. 卵黄中の脂肪酸含有量[(%) 

脂肪酸 ワクモ寄生群 1!1Ii寄生群

ミリスチン酸 0.3ホ 0.3 

パルミチン盟主 24.7 24.5 

パルミトレイン目安 3.3 3.3 

ステアリン酸 9.4 8.8 

オレイン酸 47.0 46.8 

リノー)[，1'唆 14.2 14.1 

アラキジンr.'i!Z 0.9 1.9 

*31閏/検体X7検体の平均
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4. ワクモの市販殺虫剤に対する抵抗性の出現

ワクモの被害状況の項目で記載した各県から送付されて

きた吸血成ワクモの雌について， ワクモの紡除を目的とし

た市販殺虫剤に対する感受性をinvitro試験で実施した。

試験にはカーバメイト系製剤jカルパリル 75%水和郁

の 150倍，ブチルフェニル・メチルカーパメイト

(BPMC) 20%乳剤の 100倍， プロポクスル50%の200

倍， ピレスロイド系製剤のペルメトリン 4%乳剤の 400

倍，有機リン系製剤のフヱニトロチオン 10%乳剤の 50

倍，ジクロルボス 0.3%油剤の 10倍， トリクロルホン

97%数剤の 200傍の 7薬剤を用いた。

これら薬剤の農場での使用状況をアンケートで調査結

巣で整理したが，記載の仕方はさまざまであり，過去か

らの使用綴歴や散布濃度・回数が明確なものから，薬剤

名のみのものもあった。カルパリル51/100J~場， BPMC 

29/100農場， プロボクスル21/100農場， ペルメトリン

321100農場， ブェニトロチオン 24/100農場， ジクロル

ホ、ス 9/100J~場， トリクロルホン 21/1001足場であった

が， 11足場あたり複数薬剤を使用していた場合も多く，

なかには過去からの履歴からみると， liiT記の薬剤すべて

を使用した}足場もあった。しかし， 4/100段坊は薬剤の

使用は皆無であった。

薬剤処理48時間後の感受性試験結果を袋4に示した。

表 3. 卵黄中の遊灘アミノ般と有機自主合1;t(mg/100 g) 

遊離アミノ駿 有機調査
i持

アスパラギン酸グルタミン酸 グリシン アラニン セリン クエン自主 乳酸

ワクモヨf生1i'(， 21.4こと1.5* 70.9土2.6 9.8ごと0.7 14.4ごと0.8 29.3こと1.3 3.3土0.6 3.6こと0.4

J!!~ o/，EL: l隊 20.5土1.7 68.6二とし8 9.1二と1.0 13.9こと1.5 29.4土2.4 2.5ごと0.5 3.8こと0.5

* 3 1[羽/検体X7検体の平均 (京葉瓦斯(株))

表 4. 薬剤処理48時間後のワクモの死亡率による民家戸数割合(%)(良家戸数/検盗民家戸数) 会[;!ij

カーパメイト系 ピレスロイド系 有機リン系
死亡率
(%) カlレノ〈リ jレ BPMC プロポクスル ペルメトリン フェニトロチオン ジクロルボス トザクロルホン

150倍 100倍 200倍 400倍 50倍 10 fき 2001音

。 。0* 4.4( 4/90) 1.0( 1/100) 10.4(10/96) 。。 14.5(12/83) 0.0 
。 <~25> 0.0 31.1 (28/90) 。。 22.9(22/96) 。。 8.4( 7/83) 0.0 

25 話 ~50> 2.0( 2/100) 22.2(20/90) 4.0( 4/100) 10.4(10/96) 0.0 4.8( 4/83) 0.0 
50~玉 ~75> 1. O( 1/100) 16.7(15/90) 14.0(14/100) 17.7(17/96) 6.6( 6/92) 3.6( 3/83) 6.5( 2/31) 

75~玉 ~100> 32.0(32/100) 15.6(14/90) 50.0(50/100) 17.7(17/96) 38.0(35/92) 31.3(26/83) 41.9(13/31) 

100 65.0(65/100) 10.0( 9/90) 31.0(31/100) 20.9(20/96) 52.2(48/92) 37.4(31/83) 51.6(16/31) 

*0%の部分はそのままとする
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死亡率を示したが，残りの製剤では 0~18% であった。

しかし，これらの製剤の効能効果は殺虫ではなく治畿で

あり，当然の結果ともいえる。

3) ホルマリン蒸蒸

規定量のホルマリン濃度で薫蒸した環境下に成ワクモ

雌を 24，48 i守間静霞し，その後 24，48， 72時間の生存・

苦悶・死亡率を顕微鏡下で観察した。 ワクモは試験前7

日， 2日，当日に採取したものを用いた。ホルマリン 24

時間の感作では各採取日による死亡率は， 72時間後の観

察で 47.9%，62.2%， 34.8%であった。しかし， 48時間の

感作では 72時間後には 74%，100%， 100%の死亡率を

示した。

ホルマリン蒸蒸がワクモの卵へ及ぼす影響をみるため

に，感作前に産出された卵と感作中に産出された卵の瞬

化率，第 1若ターニへの脱皮率を調まました。 2411寺聞の感作

では騨化本はそれぞれ 93.7%(74/79 {Ilil) ， 95.3% (61/64 

{I，¥I) ，解化した幼ダニから第 l若ターニへの脱皮本は，

100%， 95.3%であった。

48時間の感作では鮮化本は 52.3%(46/88 {I苦)， 20% 

(1/5倒)，第 l若ターニへの脱皮率は 45.7払 100%であっ

fこ。

4) 水溶;夜の pH値

pH 3.9， 9ふ 13.5の水溶液に浸したろ紙に 24i待問ワ

クモを感作後，ワクモをパスツールピペット内に吸引し

て， 24， 48， 72時間後の生存・苦悶・死亡率を顕微鏡下

で観察した。 72時間後の死亡率は，それぞれ 44.4%，

23.3%， 21.4%を示した。さらに， pH 3.25， 13.5の水溶液

をワクモに確実滴下後，同様のj@l祭を 24，48時間で実施

した。 48時間後の死亡率は，それぞれ 0%，64%であっ

た。強アルカリ性であっても， ワクモを 100%死亡させ

ることは凶主:ffrであった。

5) 資材

鶏病研究会報

各薬剤とも 100/100農場のワクモを 100%致死させるも

のはなかった。 100%の致死を示した農場がもっとも多

かったのはカルバリルで 65%(65/100)であり， BPMC， 

プロポクスル，ペルメトリン，ジクロルボスでは 40%以

下と国内における市販殺虫剤の抵抗性の出現が明らかに

なるとともに，ワクモの現在市販されている殺虫剤によ

る駆徐の困難さが懸念された。

ワクモの防除のいくつかの試み

ワクモの市販殺虫剤に対する抵抗性の出現，ポジティ

ブリストの施行など，ワクモの防徐に対して益々難問が

多くなってきた。このため，野外においては様々の取り

組みがなされるるとともに，疑問点も生じてきている。

そこでワクモの防除に対して質問されたいくつかの項目

について簡便な試験方法で労j果を試みた。

1) ワクモが瞬時に死亡する水温

異なった 2農場で採取したワクモを， 40， 50， 55， 60， 

65， 70， 80
0

Cの8段階の温度の水に感作した結果， 65
0

C 

では 21足場のワクモとも瞬時に 100%の死亡を示した

(図 3)。このため， J洛鶏出荷後の鶏舎洗浄には，スチーム

クリーナーを用いることが望まれる O

2) 消毒薬

逆性石けん製剤の塩化ジデシルジメチルアンモニウム

10%液剤 (A剤)， [モノ，ビス(塩化トリメチルアンモ

ニウムメチレン)トアルキル (C9-15) トルエン (50%液

液)20%液剤 (P郁)複合製剤のオルトジクロルベンゼ

ン88.5%液剤 (Z剤)，オルトジクロルベンゼン 75%液

剤 (TA剤)，オルトジクロルベンゼン 70%液剤 (T剤)

をそれぞれ 100倍に稀釈して用いた。各々の消毒薬をワ

クモにj海下後， ワクモをパスツールピペット内に吸引し

て， 24， 48， 72待問後の生存・苦悶・死亡本を顕微鏡下

で観察した。この結果， T剤は 72n寺!日j後に 50%前後の

5. 
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水温とワクモの死亡率の関係
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6種類の環境制御資材と消石灰，木炭Jtミ，竹炭Jtミの計9

種類をパスツールピペットとロ紙を用いて，ワクモの駆

除試験を実施した。駆除効果は様々であり，規定最を用

いた場合，数%から 100%の死亡が認められたが，試験

方法によっては問一資材でも大きく結果が異なるものも

あった。これら資材を実際農場で使用する場合， i技術量

やケージなどに付着する量などの問題もあり，駆除効果

を一定化するのにはかなり悶難さが伴うと考えられた。

消石灰はピペット法では 3.4%，ロ紙法では 36.7%の死

亡率を示したが，元気に動き回っているワクモも

63.7%， 82.8%と多かった。

6) その他

高級脂肪酸塩の市販粉石けんを 100，200倍に稀釈し

た水溶液を，ワクモにi高下後，パスツールピペット内に

l吸引， 48時間後に観察したが，それぞれ 10%，0%の死

亡率であり，石けん水による駆除には効果は期待tl:131とな

いと考えられた。

ハエ対策にJiH、られている昆虫成長11ifJ御(IGR
Ins巴ctGrowth Regurate心部についても試験的に 50，

200， 500， 800倍の濃度で効果を試みたが，産出された卵

の大半は第 l幸子タaニlこ発育した。

おわりに

国内におけるワクモの浸潤調査の結栄は，ここ数年，

ワクモについての相談や市販殺虫剤に対する感受性試験

依頼の{牛数などから怒像していた通りの数官官て、あった。

さらに昨年くらL、から送付されてくるワクモのrfiJ仮殺虫

剤に対する抵抗性の出現が大幅に増加してきている。今

回，ワクモの対策に少しでも参考になればといくつかの

試みを実施したが，一部役立つことはあっても決め手は

みつからなかった。しかし，野外における疑問点のいく

つかは解決ができたのではないであろうか。今後とも殺

虫剤も合めたワクモの駆除対策にl叙り組みたいと考え

る。

稿を終わるにあたり，多大なるご協力・ ζ支援を頂き

ました日本会薬工業株式会長!:AB事業部の皆様にj采謝す

るとともに，家議保健衛生所，製薬会社，飼料会社，養

鶏農家の方々にお礼申し上げます。
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鶏病研究会報

Red Mite (Dermαnyssus gallinae) : Current Problem 

and Trials for Control in Japan 

Takako Murano 

Chiba Pr巴f巴cturalLivestock Research C巴nter，

He 16-1 Yachimata， Yachimata， Chiba， 289-1113 

Summary 

The prevalence of th巴I巴dmite (Dermanyssus gallinae) in egg-laying fowl in Japan was as high 

as 85.2%. It was found that th巴redmite causes dirty eggs due to the adhesion of excretion or 

blood from squashed mit巴s，harm to humans， an adverse effect on egg production rates， an巴mwm

chickens， and chicken deaths. Furthermore， the eggs laid by red-mite inf巴stedchick巴nsex-

hibited a decrease in weight， a reduction in howunit， and thick albumin. The red mite has been 

d巴velopingresistance to the majority of commercially available pesticides that were designed to 

kill it. The authors att巴mptedseveral currently available methods for pr巴ventingand eliminat-

ing the red mite. A water temperature of 650C or higher killed red mites instantly. After 24-hoUl 

formalin fumigation， the mortality rate of the red mite was 34.8 to 62.2%， and over 90% of巴ggs

hatched. The extermination of the red mite by environmental control materials exhibited very 

different results dep巴ndingon the materials used. Over the past few years， red mite resistance to 

commercial pesticides has been increasing in Japan. The early d巴velopmentof new ext巴rmma-

tion methods， including pesticides， is strongly desired. 

(J. Jpn. Soc. Poult. Dis.， 43 (Suppl)， 23-30， 2007) 

Key words : red mite (Dermanyssus gallinae)， prevalence， damage， control 
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